




























































[研究の要約]

小児の補装具に関する問題点を明かにし、施策に反映するための基礎資料とすることを目

的に、これまで使用者側および処方者側からみた問題点の検討、文献・資料のデータベー

ス化、処方マニュアルの試作、効果の客観的評価法の検討を行ってきた。最終年度はこれ

までの研究をさらに発展させるとともに、補装具製作側からみた問題点の分析を行った。

その結果、1)総数 822 件からなる文献データベースが完成し、キイワード検索、各種ソー

ト、文献表示形式の変更、論文中への引用が可能となった。2)製品名、分類、実物の写真、

企業・製作機関名、連絡先、価格、特徴、適応、関連する文献の各項目からなる製品デー

タベースの雛型が完成した。3)試作した処方マニュアル実地使用し、その効果を確認する

とともに、必要な修正、追加を行った。4)座位保持装置の効果を上肢機能、頭部のコント

ロール、体幹の位置の経時変化、重心動揺などの観点から評価し、客観的評価の糸口を作

った。5)補装具製作者に対するアンケート調査から、経営形態・規模、年間製造・販売実

績、製作コスト、処方のされかた、処方から納品までの所要期間、製作販売地域の範囲、

製作者の教育状況などに関する実態が明かとなった。

三年間の研究により、1)支給制度、2)情報提供、3)適応・処方のガイドラインの必要性、

4)補装具そのものの改良の必要性、5)製作側の体制、6)アフターサービス、定期的チェッ

ク、7)処方の際のインフォームドコンセントの必要性、8)使用環境・使用状況などの問題

点が明かとなった。今後小児の特性に合わせた補装具支給体系の根本的な見直しが不可欠

である。


